
学

会
通

信

三

〇
〇
六
年
八
月
～
二
〇
〇
六
年
+
月
)

一
、
学
会

活
動

現
代
中

国
学
会
主
催
講
演
会

十
月

二
五

日

「中
国
各
民
族

の
花
嫁

衣
裳

と
そ

の
物
語
」
屈
雅
君

(陳
西
師
範

大
学
文
学
院
教
授
)

二
、

学
会
員
活
動

河
辺

一
郎

「日
本

の
制
裁
外
交
ー
北
朝
鮮

、、、
サ
イ

ル
実
験
を
め
ぐ
る
暴
走

と

混
乱

」
(
『進
歩
と
改
革
』
二
〇

〇
六
年

一
〇
月
号
)
、

「日
本
外
交

の
暴
走

を
止

め
よ
」

(対
談
、
『前
夜
』

二
〇
〇
六
年
秋
号
)
、

「国
連

か
ら
見
た
日

本

の
ア
ジ

ア
外
交
」

(講
演
、
愛
知

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
ラ
テ

ン
ア
メ

リ
カ
連
帯
委
員
会
、
九
月
三
〇

日
)

黄

英
哲

「戦
後
初
期
台
湾
之
台
湾
研
究
的
展
開
-

一
個
歴
史
断
裂
中
的

延

績

」

(
「近
代
東
亜
的
知
識
生
産

与
転
換
」
国
際
学
術
検
討
会
、
近
代
東
亜

文
化
教
育

会
議

・
日
本
委
員
会

主
催
、
於
東
京
大
学
駒
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
、

七
月
二

一
日
)、

『日
治
時
期
台

湾
文
藝
評
論
集

(雑
誌
篇
)』

(主
編
、
全

四
巻

・
台
湾

・
國
家
台
湾
文
学

館
、

一
〇
月
)

高

明
潔

「
民
族
問
題
」

(中
国
研
究
所
編

『
中
国
年
鑑

二
〇
〇
六
』
創
土

社
、
八
月
)
、

「神
教

の
土
着
化

の
合
理
性
-
中
国

ム
ス
リ
ム

の
信
仰
体
系

と
宗
教
活
動
に
基

い
て
」

(『愛

知
大
学
国
際

問
題
研
究
所
紀
要
』
第

一
二

八
号
、
九
月
)

砂
山
幸
雄

『
思
想
空
間
と
し
て
の
現
代
中
国
』

(共
訳
、
注

暉
著
、
岩
波

書

店
、
八
月
)

馬
場

毅

「漢
族
社
会
を
読
み
解
く
」

(座
談
、
『中
国

21
』
%
・
25
、
九
月
)

凋

昭
奎

「安
倍
氏
は
中
曽
根
氏

の
心
仁
学

に
学

ん
で
ほ
し
い
」

(『
中
央
公

論
』
二
〇
〇
六
年

一
〇
月
号
)

松
岡
正
子

「藏
郵
走
廊

の
チ

ベ
ッ
ト
族

と
漢
族
」
(報
告
、
愛
知
大
学

21
世
紀

C
O

E
プ

ロ
グ
ラ
ム
国
際
中
国
学
研
究

セ

ン
タ
ー
国
際

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

「漢
族
少
数

民
族
研
究

の
接
合
ー

ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
的
視
点
か
ら
み
る
漢

族

と
少
数
民
族

の
社
会
と
文
化
」
七
月

一
五
日
～

一
六
日
)

中

国

21

恥

.
27

予

告

(07
年
3
月
刊
行
予
定
)

特
集
◎
中
国
の
日
本
語
教
育
と
対
外
漠
語
教
育

「
こ
と
ば
」

は
人
を
遠
ざ

け
、
人
を
近
づ
け
る
道
具

で
あ
る
。

日
中

共
同
声
明
か
ら
三
五
年
。
国
交
正
常
化

に
よ

っ
て
本
格
化

し
た
中

国

で
の
日
本

語
教
育

で
あ

る
が
、
日
本
語
教
育

に
携
わ

る
者

で
も
そ

の
創

成
期

を
知
ら
な

い
世
代

が
多
数
派

に
な

っ
て
き
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

の

普
及
、

人

の
往
来

も
盛
ん

に
な

っ
た
現
代
。
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
を
共

有
す

る
日
中

の
若
者
。
だ
か
ら

こ
そ
、
言
語
教
育

の
新

し
い
苦

悩
も
あ

る
。

座
談

1
で
は
、

「中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
移

り
変

わ
り
」
を

テ
ー

マ
に
佐
治
圭
三
氏
、
李
翠
霞
氏
、
顧
明
耀
氏

の
三
名
が
往
事
を
振
り
返
り
、

今

日
的

課
題
を
語
り

あ
う
。
知

っ
て

い
る
人

に
は
懐

か
し
く
、

知
ら
な

い

人

に
は
新
し

い
日
本
語
教
育

の
回
顧

(懐
古
)
に
な
る
だ
ろ
う
。

座
談

H

で
は
、
中
国

の
対
外
漢
語
教
育

を
テ
ー

マ
に
、
王
硯
農
氏
、
崔

永
華
氏

、
鄭

天
剛
氏

の
三
名

に
語

っ
て

い
た
だ
く
。
中

国
語
学
習
人

口
は

爆
発
的

に
増
加

し
、
漢
語
教
育
政
策

の
重
点

は

「請
進
来

」
(
国
内

へ
招
き

教

え
る
)
か
ら

「走
出
去
」

(海
外

へ
出

て
教
え
る
)

へ
大
き
く
シ
フ
ト
し

た
。
中
国
語
普
及
拡
大

の
国
家
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「漢
語
橋
工
程
」
が

ス
タ
ー

ト
し
、
翌

二
〇
〇
五
年
、

日
本

に
も
孔

子
学
院

が
開
設
さ
れ

た
。
中
国

の

対
外
漢
語
教
育
政
策

の
今
後

の
展
開

に
、
興
味

は
尽
き
な
い
。

【
愛
知
大
学
孔
子
学
院

開
校
記
念
講
演
録
】

「新
し

い
ア
ジ

ア
主
義
ー

ア

ジ
ア
に
お
け

る
日
中

の
役
割
ー

」
王
毅

中
国
駐
日
特
命
全
権
大
使
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